　　　　　　　　　　　　　　　　近代社会研究


　　　　　　　　　　　　　　　　（Studing Modern Society)

　

　　　　　　　　　　　　　 担当者　小熊英二（総合政策学部）Ｂ型

１、主題と目標

　この研究会は、履修者が自分の研究テーマについて発表し、それについて担当者のコメントと関連講義、そして全体の討論を行なうという、いわば通常の大学院などでよく行なわれるゼミ形式で進行させる。

　ここＳＦＣではいまのところ卒業論文を必修とはしていないが、来年度のカリキュラム改正で卒業論文ないし卒業制作が必修になる可能性が大きい。また大学４年間で一つのテーマを研究し完成させる経験をもつことは、その後にどんな分野に進んでも役にたつ。研究テーマについては各自の関心によるものでよいが、近代社会の問題点を問う社会科学的なテーマであることが望ましい。

　担当者が受講者に求めるのは、どんな関心でも分野でもよいから、ほかに研究が行なわれていないオリジナルな論文を書いてもらうことである。そのためには、過去の先行研究の学習を行ない、自己の力量と与えられた時間で可能な研究テーマを定める必要がある。過去の研究会でどのような研究発表がなされてきたかは、研究会ホームページを参照してもらいたい。また卒業製作として提出された論文も、ホームページに掲載してある。

　なお自己の研究テーマを決め、それを本格的に展開させるためには、最低でも一年以上必要になる。したがって、二〇〇七年度末に卒業予定の四年生は、原則として遠慮してもらいたい。二年生や三年生（あるいは一年生）は、必ずしも研究テーマが事前に固まりきっていなくとも、チャレンジのつもりで参加するのはかまわない。一回か二回の発表の失敗と試行錯誤を経て、よい卒論を書くに至ったケースは過去に多い。

　この研究会の長所は、あまり大人数でないメンバーで、その他の講義や研究会ではできないような発表や指導、討論などが行なえる点である。参加者は４０分から１時間くらいの発表を行ない、それに対して担当者が数十分のコメントと指導を行ない、さらに参加者が質問や討議を行なう。そうした相互のコミュニケーションによって、自分の問題意識を発展させると同時に、関連の社会科学の知識を増し、その応用の訓練を行なえる。

自分が企画を自由に立て、それを完成させるまで努力し、世界唯一の研究としていくなどというチャンスは、人生に何度も訪れるものではない。この機会を、いわば総合学習と相互交流の場として、利用してもらいたい。

２、受講条件

　原則として、過去に担当者小熊の「ヴィジョンと社会システム」および研究会を一つ以上履修ないし聴講し、具体的な研究テーマについて報告を行なう意欲のある者に限定する（研究内容が優秀で熱意のある者なら例外はありうる）。担当者の「テクニカルライティング」（今年度から「アカデミック・ライティング」）を履修したことがあれば、なお望ましい。なお、上にも記したように四年生の新規履修は遠慮してもらいたい（過去に履修して留学などで中断していた者は別）。

四年生は、この研究会の終わりまでに卒業論文を制作すること。また三年生以下の者は、今期のみにとどまらず、来年度まで履修を続け、最終的には卒業論文作成にまで到達できることを意図するつもりで受講してほしい。

毎回一～二名が自己の研究発表を行ない、指導をするため、研究会履修者は20名を限度とし、できれば十数名が望ましいと思っている。

履修希望者は2006年9月18日までに

oguma@sfc.keio.ac.jp
まで、担当者の科目・研究会の履修経過と、自己の研究テーマと研究プランを書いたペーパーを添付して申告すること。ペーパーはＡ４版１～２枚程度でよいが、長くても良い。研究テーマが定まりきらない者は、現在考えている漠然とした構想でもよい。履修希望者が多数すぎる場合は、過去の担当者の研究会などの履修程度や、研究テーマやプランの具体性などで選抜する。履修希望が多すぎて選抜から洩れた者に対しては、9月21日までにメールにて連絡する。

３、日程・評価方法など

　受講者の集まりにもよるが、できれば一回めから報告を募り、毎週各自の研究発表を行なっていく。とくに4年生で卒業論文を作成したい者は、早めに報告したほうがよい。来年度以降も履修して研究したい者は研究の進行状況を記した中間レポート、今学期のみの者は最終論文を期末に提出させる。
　過去の卒業論文などは以下の研究会ホームページで見ることができる。

　http://web.sfc.keio.ac.jp/~oguma/
　なお発表を行ない、中間レポートないし卒論を提出した者は、Ｂ以上の評価は与える。Ａ評価になるかは、出席の度合いや、発表ないし卒論の出来で判断する。

